
〒950-0965
新潟市中央区新光町6番地2 勤労福祉会館4階
TEL：025-288-5273
E-MAIL：info.zaidan@niigata-rokin.or.jp

公式ホームページURL
https://zaidan-hukushi.or.jp

発　行　元　公益財団法人
                  新潟ろうきん福祉財団
発行責任者　中川亨
編 集 担 当　中澤誠

　日本では子どもの９人に一人が貧困状態で、特にひとり親世帯
の半数が相対的貧困状態です。これはＯＥＣＤ加盟国中ワースト
の結果となっていますが、一方でひとり親世帯の就業率は先進国
第１位という数字もあります。つまりひとり親世帯の場合、一生懸
命働いているけど、収入が少ないという統計結果となっていて、こ
れは国際的にみても稀有な状況で、子どもの貧困は自己責任では
なく、社会構造の欠陥が作り出していることを物語っています。

　世帯収入と子どもの学力を比較した調査研究では、世帯収入と学
力に明らかな相関関係がみられます。ただこれは「お金持ちの家にＩ
Ｑの高い子が多い」ということではなく、貧困が教育格差を生み出し
ていることに他なりません。ただ、貧困が生み出す教育格差には、
「塾に行くお金がないから行けない」と言ったように、経済的な理由
によるだけでなく、「勉強したくても勉強するスペースがない」、「母子
家庭で正社員につけず、パートをかけもちしているため、子どもの勉
強を見る時間がない」といったように、貧困家庭の生活環境も大き
く影響しているといわれています。また、家にパソコンがない、参考書
や問題集を買う金銭的な余裕がない・模試代が払えないなど、現代
の高校生が受験するために、普通に必要なことが全くできないといっ
たように、経済的貧困も想像以上に深刻な状況になっています。
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【こどものみらい地域共生フォーラム2025】

キッズドアが取り組む
「子どもの貧困」子どもの貧困と学習支援の必要性

２０２５年度
高校奨学生の採用決定

特集

　2025年度高校奨学生の採用状況でも特徴点として挙げら
れた「母子家庭」について、その貧困の状況がどのようなもの
かを知るため、7月19日（土）に長岡市で開催された「こどもの
みらい地域共生フォーラム」にて、「子どもの貧困」をテーマに
『認定ＮＰＯ法人キッズドア』理事長渡辺由美子さんが講演さ
れたので、その内容を紹介します。

日本における子どもの貧困

貧困と教育格差

　貧困というと「お金がない」ことに他なりませんが、手当などの金
銭的支援をすれば、学力が上がるというものでもありません。このこ
とについて渡辺さんは「経済的資本に加えて、文化的資本、社会関
係資本を充足することで、子どもの健全な成長・学力向上につなが
る」といっています。

「子どもの貧困」という課題に対して、キッズドアでは次のような活動・支援を行っています。

　キッズドアが行っているこれらの学習支援等について渡辺理事長から「自分たちがおこなっている事業は全国でも展開しているので、情報共有します
よ」と言っていただきました。財団として今後どのような連携が図れるか検討する必要がありますが、奨学生のためにできることを、少しでも増やすことで、
給付する金額以上の価値を生み出し、地域の未来を担う子どもたちを守り、支えていければ…そんな気持ちを新たにしました。

文化的資本と社会関係資本

文化的資本

社会関係資本

●モノ（本、美術品等）
●価値（学業重視、学歴期待等）
●行動様式（努力、欲求充足延期等）

人的ネットワークに埋め込まている、
子どもを見守りケアし育てていく
上で活用できる手段の総体。

【こどものみらい地域共生フォーラム2025】レポートTOPICS

キッズドア設立時期の時代背景
キッズドアは２００９年に特定非営利活動法人として設立されましたが、こ
の２００９年はリーマンショックによって、それまでの「日本は一億総中流
社会」が覆り、貧困や格差が広がった年でした。そして、それまでは「子ども
の貧困」は海外のものと思われていたのですが、初めて政府による「子ども
の貧困」に調査が開始されるなど、日本国内で「子どもの貧困」が問題視さ
れはじめた時期でもあります。

０２５年度高校奨学生の採用が決定しました。今回から、原
則として家族収入・所得等の応募資格の条件を満たす応募

者全員を採用することとして募集を行い、新たに154人の奨学
生を採用しました。また、7月19日（土）に長岡市で開催された

「こどものみらい地域共生フォーラム2025」にて、「子どもの貧
困」をテーマに『認定ＮＰＯ法人キッズドア』理事長渡辺由美子さ
んが講演されたので、その内容も紹介します。
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【こどものみらい地域共生フォーラム2025】私たちができること

無料学習支援・
居場所支援

社会課題に対する活動
啓発活動・政策提言・地方再生

全国プラットフォーム
研修事業・助成金分配事業・ネットワーク

子どもの貧困と
学習支援の必要性

困窮家庭の支援
物的支援・情報支援・就労支援
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